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はじめに・これまでの経緯・新庁舎設計主旨・コンセプト 

新庁舎設計主旨・コンセプト 

 基本設計にあたって定めた次の５つのコンセプトに基づいて、とりまとめております。 
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はじめに 

 平成２７年３月に策定した「あま市本庁舎基本構想・基本計画」における基本方針を基に、市民の皆様から

幅広くご意見等をいただくため、平成２８年度から市民ミーティングや基本設計委員会などを開催し、新たに

新庁舎設計主旨・コンセプトを掲げて、あま市役所新庁舎基本設計をまとめましたので、ご報告いたします。 

 あま市では、現３庁舎の老朽化対策等に加え、防災対策の充実、市民サービスの向上、職務執行の 

効率向上を目的として、合併協議の段階から、統合庁舎の整備について様々な検討を重ねてまいりました。 

 その後、新庁舎整備事業への本格的な着手に向けて、平成２８年９月から２か年かけて基本設計の 

作成に取り組んできました。 

これまでの経緯 

平成21年7月 合併協議（合併協定書） 
・庁舎機能は、当分の間、３町の現庁舎を活用する 
・住民の利便性や効率性の観点から、本庁方式への早期移行が望まれる 

平成21年9月 新市基本計画 
・住民の利便性や効率性の観点から合併後３～５年以内を目標 
・新市の中心付近であるあま愛西線沿いの七宝地内を最適地 
・経費節減のためにも新築ではなく既存の公共施設等を活用し整備を図る 

平成24年7月 あま市本庁舎のあり方に関する報
告書 

・合併推進債の活用期限（平成３１年度）までの整備完了を目標 
・新市の位置的中心地付近である、あま愛西線付近の七宝地内を候補 
・整備手法は既存の公共施設の活用（改修等）、歳出削減効果を考慮 

平成26年6月 
あま市本庁舎整備に関する  
経過報告 

・合併推進債の活用期限（平成３１年度）までの整備完了を目指す 
・新市の位置的中心地付近である、あま市七宝町沖之島地内を最適整備候補地 
・まちづくりの観点も踏まえ、適切で身の丈に合った規模の整備 

平成27年3月 
あま市本庁舎基本構想・  
基本計画 

・整備時期は平成３１年度までの整備完了を目指す 
・整備敷地は、あま市七宝町沖之島深坪地区を最終候補 
・庁舎規模は敷地面積２７，０００㎡、延床面積１２，０００㎡程度とする 

平成27年9月 
あま市役所の位置を定める条例 
の改正 

・新市の中心付近である「七宝町沖之島深坪地内」に定める 

平成28年3月 新市基本計画の変更 
・計画期間を５年間延長（平成２１年度～３１年度⇒平成３６年度まで延長） 
・整備時期については平成３４年度の開庁を目標 

平成28年9月 あま市役所新庁舎基本設計 
・平成２９年３月末 中間とりまとめ 
・平成３０年３月末 完了 
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敷地概要・計画概要・事業スケジュール・概算事業費 

敷地概要・計画概要 

 （１）敷地概要 

計 画 地 

敷地面積 

区域区分 

防火地域 

建 蔽 率 

容 積 率 

日影規制 

 

高さ規制 

：愛知県あま市七宝町沖之島深坪地内 

：約２３，５００㎡ 

：市街化調整区域 

：指定なし（建築基準法２２条区域） 

：６０％ 

：２００％ 

：平均地盤面からの高さ:４m  

 ４時間、２．５時間 

：３０ｍ（地区計画による） 

 （２）整備概要 

建築面積 

延床面積 

構造種別 

階 層 
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■新庁舎建設予定地位置図 

○庁舎棟 

：約２６０台 

：約２００台（うち障がい者等用駐車場３台） 

：約２１０台 

：約３，７００㎡ 

：約２，５００㎡ 

○その他 

立 体駐車場 

平 面駐車場 

駐 輪 場 

広 場 

緑 地 

：約３，８００㎡ 

：約１１，５００㎡ 

：鉄筋コンクリート造（基礎免震構造） 

：地上５階（高さ：道路面から約２６m） 

■南東より敷地全体を見る 

 （３）階構成のイメージ 

  新庁舎の執務機能は、１階から３階に配置し、 

４階は議会機能とします。１階の広場側には、 

市民利用機能を配置します。 ■階構成イメージ図 

事業スケジュール 

：約９４．５億円 

：約   ７．７億円 

：約１７．８億円 

庁 舎 建 設 費 

用 地 取 得 費 

そ の 他 関 連 整 備 費  

○ 

○ 

○ 

概算事業費 
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基本設計の進め方・基本設計２か年スケジュール 

基本設計２か年スケジュール 

■市民ミーティングの様子 ■基本設計のスケジュール 

基本設計の進め方 

 新庁舎の基本設計では、利用者の視点として、次代のあま市を担う中高生を含む幅広い年齢層にて構成する 

「市民ミーティング」と、学識経験者や各分野で活躍している市民代表等で構成する「基本設計委員会」、 

パブリックコメントなどを開催し、市民の皆様にご参加いただきながら「市民参加型」による庁舎づくりを進め、 

庁舎に必要不可欠な機能や敷地内施設配置、平面、外観計画などをとりまとめました。 

■基本設計委員会の様子 

■基本設計における検討体制イメージ 

■庁内検討組織(窓口部会)の様子 
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配置計画 

（１）市民が利用しやすい動線計画 

・敷地外周の道路は、全ての面に歩道を整備し、歩行者等の安全

に配慮します。 

・敷地北側道路に面して自動車のメイン出入口をそれぞれ分けて

設けるとともに、南側及び西側にも出入口を設けます。 

・歩行者出入口は、広場東側の２箇所をメインとして、そのうち

敷地北東側の出入口は車いす利用に対応したゆるやかな勾配の

スロープで、来庁者を正面入口へ導きます。 

 庁舎は周辺への環境影響や圧迫感を考慮して、敷地のほぼ中央に配置します。 

 駐車場は来庁者のアクセスを考慮して、庁舎北側・西側に配置するとともに、 

 既存集落に近い東側には、広場や緑地を整備し、庁舎との連続性による 

 敷地内の連携を促進し、一体利用に有利な計画とします。 

（２）利便性を考慮した駐車場計画 

配置計画 
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・来庁者、公用車及び職員用駐車場として、庁舎西側に自走式 

 ２層３段の立体駐車場を整備し、敷地全体で約４６０台を 

 確保します。 

・立体駐車場は、利便性に配慮して１階を来庁者用とし、 

 それ以外は公用車及び職員用とします。 

・庁舎北側には、進入スロープからわかりやすい位置に障がい者等用 

 駐車場を３台設けます。 

・車寄せは、庁舎北側壁面に沿って設け、段差なく乗降できる 

 計画とします。 

（３）周辺環境に調和した広場緑地計画 

・広場は、県道への緩衝緑地を兼ねるとともに、既存集落との 

 連続性を考慮して敷地東側に配置します。 

・市民の憩いの場として、庁舎１階の市民活動スペースと日常的 

 に連動した活用やイベントなどを行うことができるよう整備します。 
■配置図  

西
：市
道
沖
之
島
西
幹
線 

東
：県
道
須
成
七
宝
稲
沢
線 

南：市道沖之島63号線 

車両動線 

凡 例 

歩行者動線 

庁舎棟 

平面駐車場 平面駐車場 

倉庫棟 

立体駐車場 

駐輪場 

障がい者等用 
駐車場  

広場 

駐輪場 

北：市道沖之島篠田線 

▼ 

▼
 

▼
 

▼
 

地下式雨水貯留槽 

市民活動 
スペース 

正面入口 

バイク 
置場 

歩道整備箇所 

平面駐車場 
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平面計画 
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１Ｆ  窓口部門 

■広場に面して明るいあまラウンジ・市民活動スペースのイメージ ■ワンフロアで見通しの良い窓口のイメージ 

平面計画 

  新庁舎は、利用者の多い窓口部門と市民利用機能を低層階に集約することにより、 

 市民にとって利便性の高いフロア配置とするとともに事務部門は面積を絞ったうえ、 

 業務の効率性の観点から上層階に集約配置します。 

■庁舎と一体的に利用できるイメージ 

税務課・収納課・市民課・保険医療課・健康推進課・環境衛生課 
社会福祉課・高齢福祉課・子育て支援課・会計課 

EV 階段 

凡 例 

来庁者動線 

 来庁者の利便性を考慮した市民窓口 

・市民利用の特に多い窓口部門を1階に集約し、わかりやすく見通しの良いレイアウトと 

 するとともに、窓口カウンターは誰もが使いやすいローカウンターを基本とし、 

 来庁者の利便性の向上を図ります。 

・窓口カウンター近くに相談室を複数設け、市民が気軽に相談できるよう 

 プライバシーに配慮した配置とします。 

 市民をあたたかく迎える「あまラウンジ」 

・エントランスホールの先に、展示スペースや行政イベントなど多目的な利用を 

 想定して、広場に面して明るい「あまラウンジ」を設けます。 

 また、広場との連続性を考慮して、内部と外部を一体的に利用することが 

 できる計画とします。 

 市民活動の拠点となる「市民活動スペース」 

・市民協働の一環として、多目的に利用できるスペースを設けて、市民同士の 

 交流を促す機能を備えます。 

・市民協働の取組みを支援するため、市民活動の情報発信や相談業務などの 

 市民活動センター機能を備えます。 
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 サーバー室、電気室等 

・大規模災害に備え、５階に庁舎機能の維持に不可欠なサーバー室、  

 発電機室や電気室等の基幹設備を集約します。 

平面計画 

 議会関連 

・本会議場は多目的に利活用する 

 ためフラットな床とします。 

・委員会室を３室設け、異なる委員会の  

 同時開催が可能な計画とします。 
■床がフラットな議場のイメージ 

３Ｆ 事務部門 
企画政策課・人事秘書課（市長室、副市長室） 
財政課・人権推進課・総務課 
安全安心課（災害対策本部室）・監査委員事務局 

４Ｆ 議会部門 議事課（議場・議会諸室） ５Ｆ 機械室 機械室・サーバー室等 
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■効率的なユニバーサルオフィスのイメージ 

２Ｆ  窓口部門 

都市計画課・土木課・産業振興課 
上水道課・下水道課 
学校教育課・生涯学習課・スポーツ課 

EV 階段 

凡 例 

来庁者動線 

 執務スペース 

・間仕切りが少なく、見通しの良いワンフロア型とし、将来の機構改革等にも柔軟に 

 対応できる執務スペースとします。 

・関連部署を近接配置することにより、市民の窓口手続きの連続性や業務連携による 

 事務の効率化を図ります。    

・通路等の共有スペースと事務スペースを明確に分離することにより、セキュリティの 

 確保を図ります。 

 休憩スペース 

・職員が食事できるまとまったスペースを確保するとともに、災害時には、 

 災害対応要員等の休憩スペース等として多目的に活用します。 

 

 

 災害対策本部室 

・災害対策本部機能を強化するため、発災時の被害状況等を把握し、  

 迅速な指揮命令を行えるよう適切なスペースと機器類を整備した  

 災害対策本部室を整備します。 

 

■多目的に活用できる休憩スペースのイメージ 

■災害情報が一目でわかる災害対策本部の 
  イメージ 
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造成計画・構造計画・外観計画・断面計画 
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 造成計画 

（１）敷地全体を嵩上げする防災盛土 

・庁舎敷地は、中枢防災拠点として災害対策本部のみならず、 

 広域的な支援部隊等の参集活動を想定しており、敷地全体を 

 嵩上げ造成(前面道路から＋２.２m)し、浸水リスクに備えます。 

（２）庁舎の建物下における地盤の液状化対策 

・災害対策本部となる新庁舎の建物下においては、耐震性を 

 確保するため、地盤の液状化対策を実施します。 

構造計画 

（１）免震構造の採用 

・新庁舎は、免震構造を採用することにより、防災拠点施設として 

 高い耐震性能を確保するとともに、地震災害時にも十分な機能 

 確保を図ります。 

（２）耐震性能を備えた構造体 

・上部構造は曲げやねじれの力に強い鉄筋コンクリート造とします。 

 また、大規模地震が起こっても、構造体の補修をすることなく 

 使用でき、人命の安全確保に加えて十分な機能確保を図ります。 

・基礎構造は、庁舎敷地における地盤調査の結果を踏まえて、 

 沈下等の影響が生じないよう、杭基礎工法を採用し、地盤深くに 

 杭を打ち込み、建物を確実に支持する基礎構造とします。 

 新庁舎は、市民の安全安心なくらしを支える拠点として、高度な 

耐震性を備えた自立性のある建物とし、災害時には、中枢防災 

拠点としての役割と機能を担う計画とします。 

 新庁舎は、あらゆる災害時に、中枢防災拠点として機能する必要があるため、 

大雨等による浸水、大規模地震等に伴う地盤の液状化など、想定される影響に 

対して十分な安全性が確保できる計画とします。 

外観計画 ・ 断面計画 

 庁舎の外観は、明るい色彩を用いた軽やかな形態とし、各階に庇を設け、日射抑制効果の高い計画とします。 

 多くのスペースが必要な市民窓口や市民活動スペースのある１，２階の面積を十分に確保するとともに、 

事務フロア、議会フロア及び機械室(３，４，５階)は、効率的に活用できる両端コアオフィスとして面積を絞った 

形状とします。 

 また、上層階の外壁を後退し、段状の外観とすることにより、周辺への圧迫感を和らげます。 

■南立面イメージ図 

■東立面イメージ図 

■敷地北東側の歩行者アプローチより庁舎を見る 

■敷地横断面図  

庁舎棟 広場 

平面駐車場 

立体駐車場 

道
路
境
界
線
▼

 

西側道路 

▼
道
路
境
界
線

 ▼T.P.+2.2 

地盤の液状化対策 

▼T.P.±0 

東側道路 
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設備計画 

設備計画 

（２）自然エネルギー及び資源の有効活用と省エネルギー化を図る設備計画 

・空調熱負荷低減のため、日射抑制効果のある庇などを設けます。 

・自然エネルギーを有効活用するため、雨水利用、自然通風、外気冷房を採用します。 

 また、省電力・長寿命なＬＥＤ器具を積極的に採用し、各諸室の適切な照明 

 制御を行うことで、最大限の省エネルギー化を図ります。 

・太陽光発電設備を採用し、自然エネルギーの活用を図ります。 

・高い地下水位を利用した地中熱利用による空調システムを整備することで、 

 自然エネルギー利用による省エネルギー化を図ります。 

・「市民利用機能」「行政執務機能」「議会機能」など、それぞれ用途が異なるため、

使い方、使用時間等に配慮した最適な設備システムを採用します。 

（１）建物配置に沿った設備計画 
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（３）災害時にも安心な設備計画 

・大規模地震時の人命確保及び二次災害の防止を図るとともに、大きな補修をする 

 ことなく、必要な機能を相当期間継続することができる設備機器を配置します。 

・非常用発電機を設置して、災害時の電力の確保（７２時間分）を図ります。 

・上水及び雑用水の備蓄（４日間）並びに排水貯留槽の設置（７日間）など 

 により、災害時における一定期間の給排水機能を確保します。  

■環境配慮・設備計画図 

南側道路 北側道路 

・高効率照明器具であるＬＥＤ等による照明計画とします。昼光利用センサーや人感センサー 

 などで無駄なく制御することで、さらに省エネルギー化に配慮した計画とします。 

（１）電灯設備 

・非常用発電機の設置により、停電時に室内照明、サーバー室など一部の機能を 

 バックアップします。 

・太陽光発電設備（約２０kw）を設置し、自然エネルギーの有効活用を図ります。 

（２）発電設備 

・受電については、災害時における中枢防災拠点機能を維持するため、電力の２系統化 

 を図ります。 

（３）受変電設備 

・熱源設備 

 中央熱源設備の基本構成は、主熱源としては地下水を利用した地中熱ヒートポンプとガス 

 熱源の組み合わせによるベストミックス熱源を採用します。 

（１）空調設備 

・給水設備 

 給水設備は上水系統と中水系統の２系統給水とします。上水は市水を利用し、雑用水は 

 雨水を利用します。 

（２）給水設備・排水設備・消火設備 

・排水設備 

 建物内は汚水と雑排水の合流方式とします。 

 屋外に災害時の仮設トイレ設置に対応できるよう、マンホールを設置するとともに、 

 災害発生時に側溝への放流が不能となった場合等、不測の事態に備え、排水槽を設置し、 

 排水機能の確保を図ります。 

・消火設備 

 屋内消火栓設備・連結送水管を設けます。 

・個別空調 

 議会諸室や会議室、災害対策本部などの利用時間が他と異なる部屋の空調方式は個別対応が 

 可能な空冷パッケージ方式を採用します。 

１. 電気設備概要 

２. 機械設備概要 


